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と
）
を
経
て
、須す

越ご
し

村
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
時
は
船
で
表
御
殿
ま
で
帰
り
ま

し
た
が
、巡

じ
ゅ
ん

礼れ
い

街
道
や
朝
鮮
人
街
道
を
陸

路
で
帰
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
御
出
留
」
に
は
、「
古こ

城じ
ょ
う

山や
ま

」

（
佐
和
山
の
こ
と
）や
高
宮
川
原
に
置
か
れ

た
鉄
砲
の
練
習
場
で
あ
る
「
丁

ち
ょ
う

場ば

」
や
、

野の

田だ

山や
ま

村
な
ど
に
あ
る
家
老
ク
ラ
ス
の

藩
士
の
屋
敷
で
あ
る
「
別べ

っ

所し
ょ

」
な
ど
に
赴

い
た
時
の
様
子
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、城
下
町
郊
外
に
あ
る

藩
関
係
の
施
設
や
そ
の
使
わ
れ
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
貴
重
で

す
。

　
「
御
出
留
」
か
ら
は
、
藩
主
の
行
動
の

詳
細
を
復
原
で
き
る
と
同
時
に
、彦
根
と

い
う
地
域
の
自
然
条
件
や
風
土
と
一
体

と
な
っ
て
、彦
根
藩
主
独
特
の
生
活
文
化

が
形
作
ら
れ
て
い
る
様
子
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

す
。

　

文
化
９
年
６
月
、
こ
の
年
の
２
月
に

藩
主
と
な
っ
た
井
伊
直な

お

亮あ
き

が
彦
根
に
帰

国
し
、
翌
10
年
４
月
に
江
戸
に
参
勤
す

る
ま
で
の
10
か
月
間
を
彦
根
で
過
ご
し

ま
し
た
。
青
年
藩
主
直
亮
の
19
歳
か
ら

20
歳
に
か
け
て
の
時
期
で
す
。「
側
役
日

記
」
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
の

も
の
、
ま
た
「
御
出
留
」
は
６
月
か
ら

翌
10
年
４
月
ま
で
の
期
間
の
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
御
出
留
」
に
は
、
井
伊
家
の

菩
提
寺
で
あ
る
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

な
ど
の

寺
社
へ
の
参
詣
を
除
い
た
外
出

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
は
、

10
か
月
間
で
合
計
56
回
。
月
別
の

内
訳
は
、
６
月
３
回
、
７
月
７
回
、

８
月
６
回
、
９
月
６
回
、
10
月
６

回
、
11
月
６
回
、
12
月
６
回
、
正

月
２
回
、
２
月
５
回
、
３
月
５
回
、

４
月
４
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外

出
の
目
的
は
、
６
月
か
ら
10
月
上

旬
ま
で
が
川
辺
で
の
釣
り
や
琵

琶
湖
で
の
大
網
、
10
月
上
旬
か
ら

翌
年
４
月
ま
で
が
鷹た

か

狩が

り
が
多

　
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」（
重
要
文
化

財
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
に
、
文
化
９
年

（
１
８
１
２
）
の
「
御お

出い
で

留と
め

」
と
い
う
古
文

書
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）。「
御

出
留
」
は
藩
主
側
近
で
あ
る
側そ

ば

役や
く

が
記

し
た
彦
根
藩
主
の
外
出
記
録
で
す
。
藩

主
が
暮
ら
し
た
表

お
も
て

御ご

殿て
ん

（
現
在
の
彦
根

城
博
物
館
）
で
の
行
動
を
側
役
が
記
し

た
「
側
役
日
記
」
と
対
と
な
る
も
の
で

彦
根
藩
主
の
外
出
記
録—

「
御
出
留
」—

く
、９
月
に
は
「
里さ

と

根ね

御お

山や
ま

」
で
の
松
茸

狩
り
、
２
月
に
は
、
鳥
居
本
宿
方
面
や

八や

重え

練ね
り

村
（
現
多
賀
町
）
で
の
鹿
狩
り
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
鷹
狩
り
は
、
単
な

る
レ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、
将
軍
か
ら
拝

領
し
た
鷹
で
鴨か

も

と
雁が

ん

を
獲
り
、
将
軍
に

献
上
す
る
と
い
う
重
要
な
儀
礼
を
伴
う

も
の
で
し
た
。
行
動
範
囲
は
、
城
下
町

か
ら
出
て
周
辺
の
村
方
や
琵
琶
湖
の
内

湖
を
巡
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
北

限
は
朝あ

さ

妻づ
ま

川が
わ

、
南
限
は
愛え

知ち

川が
わ

堤
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
場
所
を
巡
る
と
き
の
直
亮

の
移
動
方
法
は
、
駕か

籠ご

と
馬
、
船
、
歩
行

で
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
船
を
巧た

く

み
に

使
い
、
琵
琶
湖
の
内
湖
を
往
き
来
す
る

点
に
、
湖
に
隣
接
す
る
地
域
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
文
化
９
年
11
月

18
日
の
鷹
狩
り
に
よ
る
外
出
の
順
路
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
午
前
７
時

頃
に
表
御
殿
を
出
発
し
た
直
亮
は
、
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

前
に
あ
っ
た
内
堀
の
「
御お

花は
な

畑ば
た
け

御お

舟ふ
な

着つ
き

」
か
ら
船
で
「
内う

ち

海う
み

」（
松
原
内

湖
）
に
行
き
、「
三さ

ん
の
ま
る丸
葭よ

し

」
を
巡
り
船
か

ら
鷹
狩
り
を
行
い
、
そ
の
後
、
船
で
城

下
の
南
西
側
に
移
動
し
、
大お

お

藪や
ぶ

村
内
を

巡
り
、
さ
ら
に
南
下
し
、
八は

っ

坂さ
か

村
、
三み

津つ

屋や

村
の
「
野の

田だ

」（
内
湖
の
沼
地
の
こ

▲文化９年11月18日における井伊直亮の鷹狩りの記事
　（「御出留」より）

　

写
真
の
資
料
は
、
常
設
展
示

「
”
ほ
ん
も
の
“
と
の
出
会
い
」

で
６
月
20
日
㈬
か
ら
８
月
27
日

㈪
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
（
期

間
中
無
休
）。


